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よし、つかんだぞ～ !!よし、つかんだぞ～ !!
10月25日・26日開催「2008小町ふれあいフェスタ」での一コマ。10月25日・26日開催「2008小町ふれあいフェスタ」での一コマ。
何匹のサンマをつかめるか、子どもも大人も冷たい氷水の中に手を入れ挑戦していました。何匹のサンマをつかめるか、子どもも大人も冷たい氷水の中に手を入れ挑戦していました。
（関連記事Ｐ10・11）（関連記事Ｐ10・11）
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　小野町功労者表彰式

　

11
月
23
日
勤
労
感
謝
の
日
、
小
野
町
功
労
者
表
彰
式
を
小
野
町
多
目
的
研
修
集
会
施
設

で
行
い
ま
し
た
。

　

功
労
者
表
彰
は
、
小
野
町
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
小
野
町
の
政
治
、
教
育
、
文
化
な
ど

の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
方
、
ま
た
は
多
く
の
人
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
行
為
が
あ
っ
た
方

に
対
し
て
授
与
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
特
別
功
労
７
名
、
功
労
４
名
、
善
行
５
名
の
方
々
で
、
お
名

前
と
功
績
な
ど
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

皆
様
の
功
績
に
感
謝
申
し
上
げ
、
今
後
も
町
発
展
の
た
め
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
50
音
順
）

【
特
別
功
労
】

　

小
野
町
議
会
議
員
と
し
て
12
年
間
、
議
会

運
営
委
員
長
・
総
務
文
教
委
員
長
な
ど
を
歴

任
さ
れ
、
地
方
自
治
の
確
立
や
町
政
振
興
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
野
町
議
会
議
員
と
し
て
12
年
間
、
議
会

運
営
委
員
長
・
監
査
委
員
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、

地
方
自
治
の
確
立
や
町
政
振
興
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

消
防
委
員
と
し
て
８
年
間
、
消
防
委
員

長
・
庶
務
分
団
長
を
歴
任
さ
れ
、
消
防
団
の

環
境
整
備
、
消
防
施
設
整
備
な
ど
消
防
行
政

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
と
し
て
12
年
間
、
職
務
代
理

者
・
会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
農
業
委
員
会

定
数
の
見
直
し
に
よ
る
組
織
づ
く
り
、
担
い

手
育
成
な
ど
農
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

町政振興功労
會田　宏一　氏(66歳)

町政振興功労
郡司　惣助　氏(71歳)

町政振興功労
會田　正　氏(68歳)

農政振興功労
舘川　明　氏(65歳)

【
特
別
功
労
】

【
特
別
功
労
】

【
特
別
功
労
】
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永年の功績を称えて   　

　

小
野
町
議
会
議
員
と
し
て
12
年
間
、
副
議

長
・
総
務
副
委
員
長
を
歴
任
さ
れ
、
地
方
自

治
の
確
立
や
町
政
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

町政振興功労
村上　久　氏(71歳)

農政振興功労
郡司　俊雄　氏(79歳)

　

農
業
委
員
と
し
て
９
年
間
、
農
業
者
年
金

へ
の
加
入
、
農
地
の
流
動
化
促
進
を
図
る
な

ど
地
域
農
業
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

35
年
間
消
防
団
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、平

成
９
年
か
ら
は
副
団
長
と
し
て
団
長
を
補
佐

し
、団
員
の
指
導
育
成
、技
術
の
向
上
に
努
め

ら
れ
消
防
行
政
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
野
町
議
会
議
員
と
し
て
12
年
間
、
企
業

対
策
特
別
委
員
長
・
総
務
副
委
員
長
を
歴
任

さ
れ
、
地
方
自
治
の
確
立
や
町
政
振
興
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

町政振興功労
石井　圀昭　氏(68歳)

町政振興功労
秋元　ヒロ　氏(82歳)

衆人模範
郡司　一　氏(70歳）

公務助力
遠藤　直義　氏(70歳)

文化振興功労
吉田　昌平　氏(76歳)

衆人模範
宗像　光吉　氏(74歳)

公務助力
宗像　京子　氏(59歳)

寄附行為
長谷川　強一　氏(64歳)

　

高
柴
山
や
そ
の
周
辺
の
自
然
に
親
し
ん
で

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
高
柴
山
登
山
道
脇

に
四
阿（
あ
ず
ま
や
）を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

寿
大
学
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
同
大
学

の
講
師（
編
み
物
）を
17
年
務
め
ら
れ
、
高
齢

者
教
育
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
や
リ
カ
ち
ゃ
ん
キ
ャ
ッ
ス
ル
な

ど
、
周
辺
の
花
壇
の
整
備
や
美
化
活
動
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
永
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

寿
大
学
開
校
以
来
39
年
に
わ
た
り
、
講
師

（
民
謡
、
カ
ラ
オ
ケ
）を
務
め
ら
れ
、 

文
化
振

興
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

寿
大
学
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
同
大
学

の
講
師（
書
道
）を
10
年
務
め
ら
れ
、
高
齢
者

教
育
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

谷
津
作
行
政
区
内
の
80
歳
以
上
の
お
年
寄

り
に
、
永
年
に
わ
た
り
長
寿
の
祝
品
と
し
て

果
物
一
箱
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

小
野
町
連
合
婦
人
会
の
会
長
や
地
域
の
婦

人
会
長
を
永
年
務
め
ら
れ
、
地
域
の
活
性
化

や
女
性
の
地
位
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
野
町
議
会
議
員
と
し
て
８
年
間
、
厚
生

文
教
委
員
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
地
方
自
治

の
確
立
や
町
政
振
興
に
尽
力
を
さ
れ
ま
し
た
。

町政振興功労
時田　敏孝　氏(62歳)

消防防災功労
宗像　義智　氏(58歳)

【
特
別
功
労
】

【
特
別
功
労
】

【
特
別
功
労
】

【
功　
　

労
】

【
功　
　

労
】

【
功　
　

労
】

【
功　
　

労
】

【
善　
　

行
】

【
善　
　

行
】

【
善　
　

行
】

【
善　
　

行
】

【
善　
　

行
】
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販売した手づくりの手芸品の一つ販売した手づくりの手芸品の一つ
（フェルト製のケーキ）（フェルト製のケーキ）

第12回県中地方公衆衛生大会表彰

販売した手づくりの手芸品の一つ
（フェルト製のケーキ）

国分知さんに表彰を伝達

　

10
月
30
日
、
第
４
回
小
野
中
学
校
施
設
整
備
検
討
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
今
ま
で
の
検
討
委
員
会
で
の
協
議
事
項
や
、
先
例
地
の
視
察
研

修
内
容
を
踏
ま
え
、
施
設
整
備
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

機
能
性
を
重
視
す
る
こ
と
、
生
徒
た
ち
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
や
安
全
性
の
確
保

な
ど
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
意
見
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
以
降
の
検
討
委
員
会
で
は
、
基
本
設
計
業
者
と
の
意
見
交
換
な
ど
も
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

小
野
中
学
校
施
設
整
備
に
関
す
る
ご
意
見
な
ど
を
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

教
育
課
施
設
整
備
室

　

☎
７
２
ー
６
７
８
０

第
４
回「
小
野
中
学
校
施
設
整
備

 

検
討
委
員
会
」開
催

　

国
分
知
さ
ん（
小
野
町
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
）

が
、
多
年
に
わ
た
り
納
税
貯

蓄
組
合
事
業
推
進
に
尽
力
さ

れ
た
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ
、

11
月
５
日
、
町
長
か
ら
表
彰

の
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
受
賞
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
納
期
内
完
納

と
納
税
意
識
の
向
上
育
成
に

お
力
沿
え
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ふるさと小野町会手芸部より飯豊小学校緑の少年団に売上金を寄附

　

ふ
る
さ
と
小
野

町
会
手
芸
部（
関

根
み
い
子
部
長
）

は
、
前
年
度
に
引

き
続
き
、
緑
の
少

年
団
活
動
で
活
躍

す
る
飯
豊
小
学
校

の
た
め
に
寄
附
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
小
野

町
会（
先
崎
武
会

長
）主
催
に
よ
る
、

10
月
24
・
25
日
開
催
の
ふ
る
さ
と
訪
問
ツ
ア
ー
で

訪
れ
た「
小
町
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」の
会
場
で
、

関
根
さ
ん
と
根
本
千
恵
子
さ
ん
、
浅
石
貞
子
さ
ん

（
３
名
と
も
飯
豊
出
身
）で
手
芸
品
を
販
売
し
、
そ

の
売
上
金
を
緑
の
少
年
団
の
活
動
に
役
立
て
て
い

た
だ
き
た
い
と
寄
附
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
度
の
ご
厚
意
に
対
し
、
紙
上
よ
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

11
月
17
日
、
第
12
回
県
中
地
方
公
衆
衛
生
大
会

が
、
た
ま
か
わ
文
化
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
次
の
方
が
永
年
に
わ
た
り
公
衆
衛

生
の
向
上
に
ご
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
表
彰
さ

れ
、
献
血
事
業
功
労
団
体
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　

 

（
敬
称
略
）

●
県
中
地
区
衛
生
組
織
連
合
会
長
表
彰

　

元
保
健
委
員　
　

冨
澤
十
四
二
郎

　

小
野
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会

　
　

鈴
木　

豊
子　
　

宇
田　

時
子

　
　

吉
田
由
利
子　
　

橋
本　
　

恭

　
　

飯
田
富
美
子　
　

北
里
キ
ヨ
子

●
福
島
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
所
長
感
謝
状

　
　

大
八
行
政
区

●
田
村
地
区
公
衆
衛
生
協
力
会
長
表
彰

　
　

齋
藤　

升
男　
　

野
口　

和
広

　
　

吉
田　

徳
子

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

 

創
立
50
周
年
記
念
表
彰

手芸品を販売しているときの様子

左から、飯田富美子さん、吉田由利子さん、鈴木豊子さん、
橋本恭さん、宇田時子さん、冨澤十四二郎さん、北里キヨ子さん



　町では、福島県の補助を受けて「県産水産物学校給食推進事
業」に取り組んでいます。
  この事業は、県産水産物の食材購入費を補助していくもので、
２年目となる今年度は、町内小中学校の給食を受け持つ小野
新町、浮金の各共同調理場で６回ほど計画をしています。児
童・生徒は、学校給食を通して豊かな地場産品や食文化など
について理解を深めています。
　皆さんのご家庭でも、新鮮な地場産農林水産物をご活用く
ださい。

福島県の地場産品や食文化を学ぼう！
～県産水産物学校給食推進事業～

イルミネーションコンテスト（個人宅）参加者募集!!

【目　　的】
　おのまち夢企画で提案を受け採択となった「リカちゃん通り
イルミネーション」を実施するとともに、小野町内において個
人宅で実施しているイルミネーションについて応募いただき、
全町的な広がりを図ります。

【応募内容】
　個人宅のイルミネーション

【応募資格】
　町内に居住し、イルミネーションを実施している方

【応募期間】
　平成20年12月15日（月）～平成21年１月15日（木）

【応募方法】
　下記の応募票を切り取るかコピーをした用紙に、必要事項を
記入し、イルミネーションを実施しているときの写真（Ｌ版～
２Ｌ版）を添付し、事務局までお持ちください。

【事務局】
　〒963－3492
　福島県田村郡小野町大字小野新町字舘廻９２番地
　小野町役場企画商工課　☎７２－６９３９

【審査・表彰】
　書類審査を行い、応募の中から１０点程度を選出します。
　表彰対象の方には書面にてご連絡いたします。

さんまの蒲焼き丼（浮金小学校）

☆
☆

★☆
★

☆

昨年ご応募いただいた一部

昨年のリカちゃん通りイルミネーションの様子

キ　　　リ　　　ト　　　リ

キ　　　
リ　　　
ト　　　
リ
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世
界
の
子
ど
も
に

世
界
の
子
ど
も
に

  

ワ
ク
チ
ン
を
届
け
よ
う

ワ
ク
チ
ン
を
届
け
よ
う
!!!!

広報おのまち・
小野町ホームページに
広告を掲載しませんか。
「広報おのまち」と「小野町ホームページ」に
掲載する有料広告を募集しています。
詳細はホームページをご覧ください。
◆問い合わせ　企画商工課　☎72ー6939

サイズ

サイズ

広告掲載料（１回）

広告掲載料（１か月）

１号広告　縦45ミリ・横178ミリ
２号広告　縦45ミリ・横88ミリ

縦60ピクセル・横150ピクセル
（容量５キロバイト以内　GIF形式）

10,000円

10,000円

5,000円

◎広報おのまち

◎小野町ホームページ　バナー広告

有
料
広
告
募
集
中
!!

左から、宍戸町長、（社）郡山法人会小野町支部長 石井照也さん、
小野町商工会女性部長村上民代さん、副部長高橋美佐子さん・熊谷加子さん

　

11
月
19
日
、
小
野
町
商
工
会
女
性
部

（
村
上
民
代
部
長
）と
社
団
法
人
郡
山
法

人
会
小
野
町
支
部（
石
井
照
也
支
部
長
）

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
附
を
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
商
工
会
女
性
部
活
動
推
進

事
業
の
一
環
と
し
て
、
９
月
６
日
に
開

催
し
た「
も
っ
た
い
な
い
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
」で
、
会
場
内
に
設
置
し
た
募

金
箱
と
支
部
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
厚
意

に
よ
る
も
の
と
、
10
月
25
・
26
日
開
催

の「
小
町
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」の
会
場

で
行
っ
た
バ
ザ
ー
の
売
上
金
を
町
の
福

祉
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
寄
附

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
度
の
ご
厚
意
に
対
し
、
紙
上
よ

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

小野町商工会女性部と　　　　　
　　㈳郡山法人会小野町支部より
社会福祉協議会に売上金などを寄附

　

小
野
町
商
工
会
女

性
部
で
は
、
も
っ
た

い
な
い
運
動
の
一
環

と
し
て「
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ（
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ

プ
）で
世
界
子
ど
も

に
ワ
ク
チ
ン
を
届
け

よ
う
。」と
、
小
町
ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
会

場
で
第
２
回
目
の
エ

コ
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収

を
行
い
ま
し
た
。

　

約
５
，０
０
０
個

の
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
が

回
収
さ
れ
、
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
推
進
協
会

へ
送
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
約
６
人

分
の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に
相
当
す
る
量
で
、
ゴ
ミ
と
し
て

焼
却
処
分
し
た
場
合
に
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
が
約
３
９
，

４
０
０
ｇ
削
減
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
こ
の
運
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

詳
し
く
は
、
商
工
会
女
性
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

小
野
町
商
工
会
女
性
部

　

☎
７
２
ー
３
２
２
８

小野町成人式のお知らせ
　平成２１年の成人式を、次のとおり開催します。
　該当される方は、ぜひご出席ください。まだ申し込みをされていない方は、公民館へ直接ご連絡ください。

【日　時】平成21年１月11日（日）午前10時30分～
【会　場】小野町多目的研修集会施設
【該当者】昭和63年４月２日～平成元年４月１日生まれの方

　　　　　　　　◆問い合わせ・申し込み　小野町公民館　☎７２―２１２５

※就職や学校の関係で、
小野町以外に住所がある
方も出席できます。
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年
末
年
始
火
災
予
防
運
動

 
 

12
月
15
日
〜
１
月
14
日

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
を
迎
え
、

各
家
庭
で
暖
房
器
具
な
ど
の
火
気
を

使
用
す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
に
加

え
、
年
末
年
始
特
有
の
あ
わ
た
だ
し

い
時
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
消
防

本
部
で
は
年
末
年
始
火
災
予
防
運
動

を
実
施
し
ま
す
。

　

一
年
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
次

の
こ
と
を
再
確
認
し
、
笑
顔
で
新
年

を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

「
住
宅
火
災
い
の
ち
を
守
る

 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

〜
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
〜

【
３
つ
の
習
慣
】

●
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

●
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

●
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
報
知
器
を
設
置
す
る
。

●
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る
。

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る
。

●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

◎
消
防
水
利
の
愛
護

　
「
消
火
栓
」や「
防
火
水
槽
」は
、
消

火
活
動
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

施
設
で
す
。
こ
れ
ら
の
消
防
水
利
付

近
に
物
を
置
い
た
り
、
車
を
駐
車
し

た
り
す
る
と
、
消
火
活
動
に
支
障
を

き
た
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
期
間
、
特
に
除
雪
時
に

雪
を
積
み
上
げ
な
い
よ
う
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

油
流
出
事
故
を

 
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

　

冬
本
番
を
迎
え
、
ご
家
庭
や
事
業

所
で
も
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
た
め
、

灯
油
等
を
取
り
扱
う
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。

　

万
が
一
、
灯
油
タ
ン
ク
か
ら
の
移

し
替
え
や
配
管
の
破
損
な
ど
に
よ
り

河
川
へ
油
が
流
出
し
た
場
合
は
、
火

災
の
危
険
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
下

流
の
水
道
や
農
業
用
水
、
漁
業
な
ど

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な

く
、
周
辺
住
民
の
方
々
に
も
油
の
臭

気
な
ど
で
多
大
な
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
処
理
の
費
用
を
原
因

者
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
油
の
流
出
事
故
を

防
ぐ
よ
う
に
心
が
け
、
特
に
ホ
ー
ム

タ
ン
ク
を
お
持
ち
の
方
は
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
油
流
出
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
】

●
地
震
の
際
の
転
倒
防
止
の
た
め
、

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
を
固
定
し
ま
し
ょ

う
。

●
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
暖
房
器
具
、
配

管
に
亀
裂
や
老
朽
化
が
な
い
か
必

ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
給
油
中
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
使
用
後
は
バ
ル
ブ
や
コ
ッ
ク
な
ど

を
完
全
に
閉
め
ま
し
ょ
う
。

●
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
残
量
を
定
期
的

に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
タ
ン
ク
内

の
油
の
減
り
方
が
著
し
い
と
き
は
、

油
漏
れ
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

●
屋
根
か
ら
の
落
雪
、
除
雪
時
の
配

管
破
損
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
不
要
に
な
っ
た
油
は
、
周
辺
に
捨

て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
油
流
出
事
故
が
発
生
し
た
場
合

 
 

ま
た
は
発
見
し
た
場
合
】

●
す
ぐ
に
布
や
新
聞
紙
等
で
回
収
し

ま
し
ょ
う
。
水
で
流
す
こ
と
は
、

油
の
汚
染
を
広
げ
て
し
ま
い
ま
す
。

●
役
場
や
消
防
、
県
の
地
方
振
興
局

に
、
す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
油
以
外
に
も
川
で
魚
が
死
ん
で
い

る
、
色
の
つ
い
た
水
が
流
れ
て
い

る
な
ど
の
異
常
を
見
つ
け
た
場
合

に
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
課

　

☎
７
２―

６
９
３
３

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、

毎
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
納
付（
納
付
見
込
み
を

含
む
）し
た
国
民
年
金
保
険
料
の

額
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
等
が

必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
な

ど
が
発
行
す
る
控
除
証
明
書
と
同

様
に
、
一
年
間
に
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険

料
）控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）が
、

社
会
保
険
庁
か
ら
毎
年
11
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

証
明
内
容
は
、
本
年
１
月
か
ら

10
月
１
日
ま
で
の
間
に
納
付
さ
れ

た
国
民
年
金
保
険
料
額
と
、
年
内

に
納
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納

付
見
込
み
額
で
す
。

　

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加

入
し
た
場
合
な
ど
、
10
月
２
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
初
め
て

保
険
料
を
納
付
す
る
方
に
つ
い
て

は
、
翌
年
２
月
上
旬
に
同
様
の
証

明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保
険

者
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
世

帯
の
世
帯
主
及
び
配
偶
者
も
連
帯

し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
場
合
は
、
そ
の
納
付
額
の

全
額
が
納
付
し
た
方
の
所
得
税
等

の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
な
ど
の
手
続
き
の
際
に

ご
自
身
の
社
会
保
険
料
の
額
と
合

算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
場
合
、
ご
家
族
分
の「
社

会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控

除
証
明
書
」も
申
告
す
る
方
の
申

告
書
に
添
付
等
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の

社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

郡
山
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
２
４
ー
９
３
２
ー
３
４
８
０

　

町
民
生
活
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
３

国国
民民
年年
金金
ココ

－－

ナナ

－－
年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は 

 「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」を
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農作物品評会

【野菜の部】

●県知事賞
　松本　健次（塩庭二区）
●町長賞
　郡司　仁子（小戸神）
　郡司　ヒデ（小野山神）
　國分　照子（小野山神）
　吉田リン子（飯豊下）

●議長賞
　舘川　和子（吉野辺）
　大方　次子（飯豊上）
　郡司　仁子（小戸神）
　矢吹スイ子（和名田）
●農協長賞
　郡司　富子（小戸神）
　中野　隆治（皮籠石）
　石井　友子（浮金）
　先崎　三子（吉野辺）

【葉たばこの部】

●福島県たばこ耕作組合長賞
　五十嵐政義（上羽出庭）
●町長賞
　生天目　守（浮金）
●議長賞
　榊原　貞治（谷津作）
●農協長賞
　郡司　惣助（吉野辺）

　今年の農作物品評会には、野菜の部に223点、葉たばこの部に46点、合計269点の出品がありました。
審査の結果、野菜の部「県知事賞」には、松本健次さん（塩庭二区）が出品した白菜が選ばれました。
　また、葉たばこの部では、五十嵐政義さん（上羽出庭）が「福島県たばこ耕作組合長賞」を受賞しました。
10月26日、小町ふれあいフェスタにおいて、次の皆さんを表彰しました。（敬称略）

　今年も、個人や団体の作品展を小町ふれあいフェスタで行いました。
　幼児・小中学生作品展、寿大学作品展、菊花・盆栽展、華道展などすばらしい作品の数々が展示され、
訪れた人の目を楽しませてくれました。
　出品された皆さん、ご協力いただいた団体や関係者の皆さんに、紙上より厚くお礼申し上げます。
　各作品展の受賞者は、次の方々です。（敬称略）

【老人クラブ作品展】

●日赤福島県支部長賞 
　宗像　勝二（浮金長寿会）
●日赤福島県支部県中地区長賞
　鈴木千恵子（浮金長寿会）
●福島県老人クラブ連合会長賞
　先崎キヨ子（小野山神長生会）
●福島民報社賞
　深井　勝利（飯豊老人クラブ）
●福島民友新聞社賞
　村上　ハナ（谷津作長寿会）
●小野町長賞
　北里キヨ子（大八愛宕会）
　冨田　吉夫（浮金長寿会）
　大竹シデ子（和名田明和会）
●小野町議会議長賞
　斎藤千鶴子（夏井福寿会）
　桑原スミ子（湯沢老人クラブ）
　草野　コウ（塩庭一区しあわせ会）
●小野町教育長賞
　野口　チヨ（反町亀鶴会）
　先崎　寿江（小野赤沼長命会）
　矢内　房子（夏井福寿会）
●小野町社会福祉協議会長賞
　村上　武雄（横町･荒町高砂会）
　小野赤沼長命会（小野赤沼老人クラブ）
　大山　　仲（小野山神長生会）

【菊花展】
　
●文化祭賞
　常恒　　武（塩庭）
●小野町長賞
　常恒　文子（塩庭）
●小野町議会議長賞
　舘川　二郎（仲町）
●小野町教育長賞
　吉田　三郎（上羽出庭）
●小野町菊花愛好会賞
　橋本　善春（小野山神）
●石塚医院理事長賞
　西牧　　宏（上羽出庭）
●ＪＡたむら賞
　吉田　栄伸（塩庭）
●さいとう医院長賞
　田村　正良（上羽出庭）
　佐藤　勇治（本町）
●橋本医院長賞
　小野　徳次（上羽出庭）
●石塚医院理事女王賞
　大山　仲子（小野山神）
　大川原和子（小野山神）
●ダイユーエイト小野店賞
　鈴木サト子（塩庭）
●くさの交通社長賞
　遠藤　勝義（皮籠石）
　鈴木　好吉（塩庭）

●福島民報社賞
　舘川フミ子（仲町）
●福島民友新聞社賞
　山田　秀平（仲町）
●ひらた中央病院理事長賞
　吉田　　弘（南田原井）
●輝翔会賞
　常恒　　武（塩庭）　

【盆栽展】

●文化祭最優秀賞
　遠藤　正男（小野赤沼）
●小野町長賞
　松本　春男（反町）
●小野町議会議長賞
　吉田喜一郎（平舘）
●小野町教育長賞
　高﨑　ナミ（平舘）
●小野町芸文協会長賞
　鈴木　好吉（塩庭）
●福島民報社賞
　大楽　政義（大八）
●福島民友新聞社賞
　佐藤　勇治（本町）
●小野町盆栽愛好会長賞
　遠藤サト子（小野赤沼）

　出品された農作物は、出品者のご厚意により、給食の食材として町内の学校施設にご寄附いただきました。
紙上より厚くお礼申し上げます。

個人団体作品展
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清野里那さんの作品

2008　小町ふれあいフェスタ

米の消費拡大推進ポスターコンクール
　10月26日、小町ふれあいフェスタにおいて応募作品総数
151点を展示し、次の皆さんを表彰しました。
　たくさんのご応募ありがとうございました。（敬称略）

【小学校低学年の部】
　
●最優秀賞
　清野　里那（夏井第一小学校１年）
●優秀賞
　石塚　琴美（飯豊小学校１年）
　先﨑　杏美（小野新町小学校２年）
　西田明日香（飯豊小学校２年）
　斎藤　　萌（小野新町小学校３年）

【小学校高学年の部】
●最優秀賞
　春山　南苗（小戸神小学校５年）
●優秀賞
　宗像　志穂（夏井第一小学校４年）
　斎藤　　茜（小野新町小学校５年）
　村上　智美（小戸神小学校５年）
　鈴木　秀弥（小野新町小学校６年）

【中学校の部】
　
●最優秀賞
　藤井　千裕（浮金中学校３年）

　町では、今後10年間の町の指針となる第四次小野町振興計画を策定中です。この振興計画に、これから
のまちづくりの担い手となる小・中学生の思い描く未来の夢を生かすとともに、優秀作品を挿し絵として
掲載するため、「こんなまちがいいな」をテーマに「未来の小野町」絵画コンクールを実施しました。
　10月26日、小町ふれあいフェスタにおいて、応募作品総数172点の中から次の皆さんを表彰しました。
　たくさんのご応募ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

●町長賞　吉田　莉菜（夏井第一小学校１年）
　　　　　駒木根結衣（夏井第二小学校２年）
　　　　　石井　野絵（浮金小学校３年）
　　　　　大竹　沙奈（夏井第二小学校４年）
　　　　　吉田　歩夢（小野新町小学校５年）
　　　　　村上　愛璃（夏井第二小学校６年）
　　　　　吉田梨華子（小野中学校１年）
　　　　　吉田華菜子（小野中学校２年）

春山南苗さんの作品

藤井千裕さんの作品

「未来の小野町」絵画コンクール

吉田莉菜さんの作品

吉田歩夢さんの作品

吉田梨華子さんの作品 吉田華菜子さんの作品

村上愛璃さんの作品

駒木根結衣さんの作品

石井野絵さんの作品

大竹沙奈さんの作品
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10
月
25
日
・
26
日
、
小
野
運
動
公

園
に
お
い
て
２
０
０
８
小
町
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
約
１
２
，
０
０
０
人

の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
両
日
と

も
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
タ
で
は
、
企
業
製
品
展
、

団
体
や
個
人
の
作
品
展
、
農
作
物
品

評
会
、
商
業
び
っ
く
り
市
、
栃
木
県

日
光
市
役
所
お
囃
子
愛
好
会
・
日
光

和
楽
踊
り
隊
の
公
演
、
県
警
音
楽
隊

と
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
に
よ
る
ド
リ
ル

演
奏
、
小
町
夢
太
鼓
、
よ
さ
こ
い
、

太
極
拳
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、

レ
ト
ロ
カ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
に
、
紙
上
よ
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

オープンセレモニー

県警音楽隊とカラーガード隊のドリル演奏 次は何番？（ビンゴ大会）

日光市役所お囃子愛好会と日光和楽踊り隊の皆さん 何が当たるかな～（お楽しみ抽選会）

ご来場ありがとうございました!!
～2008小町ふれあいフェスタ～
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個人や団体のすばらしい作品の数々が展示されました

太極拳演舞（健寿会） ふるさと小野町会創立10周年を記念し桜の木などを植樹

よさこい（小町よさこい隊） 子育てフェスタの様子

和太鼓の演奏（小町夢太鼓） マイカー点検の実演

農作物品評会

上：サンマつかみ大会
左：レトロカーショー

2008　小町ふれあいフェスタ
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力走！小野町チーム　総合46位　町の部24位

　

11
月
16
日
、
第
20
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝

競
走
大
会（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
51

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
白
河
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

か
ら
福
島
県
庁
ま
で
の
16
区
間
、
96
・
２
キ
ロ
の
コ
ー

ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
陸
上
競
技
場
の
ス
タ
ン
ド
や
沿

道
に
は
、
の
ぼ
り
旗
や
横
断
幕
を
掲
げ
た
応
援
団
が
大

勢
つ
め
か
け
、
選
手
に
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

応
援
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
、
紙
上
よ
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
監
督
・
コ
ー
チ
を
は
じ

め
選
手
の
皆
さ
ん
、
長
期
間
に
わ
た
り
本
当
に
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。
今
後
も
、
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
選
手
の
皆
さ
ん
の
走
行
タ
イ
ム
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

第20回　ふくしま駅伝

５時間59分18秒でゴール（福島県庁前で）

４
．
０
㎞

 

15
分
56
秒土田　恵里

１区

６
．
４
㎞

 

23
分
32
秒草野　恵太

５区

３
．
０
㎞

 

12
分
17
秒吉田　美咲

９区

４
．
８
㎞

 

18
分
21
秒草野　貴弘

13区

８
．
２
㎞

 

29
分
46
秒長谷川　健太

２区

８
．
３
㎞

 

30
分
12
秒吉田　雅俊

６区

９
．
２
㎞

 

32
分
25
秒清野　昭雄

10区

５
．
７
㎞

 
21
分
30
秒吉田　勤

14区

５
．
８
㎞

 

20
分
22
秒大澤　靖一郎

３区

５
．
４
㎞

 

20
分
５
秒大井川　凌

７区

３
．
９
㎞

 

15
分
 56
秒草野　美和子

11区

３
．
４
㎞

 

14
分
18
秒草野　みゆき

15区

７
．
３
㎞

 

27
分
２
秒村上　啓尚

４区

５
．
４
㎞

 

19
分
23
秒吉田　悟志

８区

７
．
０
㎞

 

28
分
23
秒吉田　友哉

12区

８
．
４
㎞

 

29
分
50
秒野中　永

16区
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　町内の小学校、中学校から田村地区の造形展に出品された作品を中心に展示します。
　ご家族皆さんで、ぜひご鑑賞ください。

❖❖❖❖❖❖　ふるさと文化の館情報　❖❖❖❖❖❖

○図書館 ――――――――――――――――――――――――――――――

◆問い合わせ　ふるさと文化の館　☎７２－２１２０

○美術館 ――――――――――――――――――――――――――――――

◇新着本

◇小野町小学校・中学校美術展

大人向け
書　　名 著者名 出版社

やわらか脳をつくる　脳活性あやとり 有木　昭久 ブティック社
竹中式マトリクス勉強法 竹中　平蔵 幻冬舎
親の常識 大宅　映子 海竜社
少年スポーツ体のつくり方 ! 立花　龍司 西東社
旅先で楽しむ ３段階 早描きスケッチ 佐々木　清 日貿出版社
100％米粉のパン＆お菓子 陣田　靖子 家の光協会
はじめてのデジタル画像処理 山田　宏尚 技術評論社
禅のいろは 玄侑　宗久 PHP研究所
黒の犯罪（上下） 大沢　在昌 幻冬舎
傀儡 坂東眞砂子 集英社

子ども向け
書　　名 著者名 出版社

うさこちゃんとたれみみくん ディック・ブルーナ 福音館書店
わんわんにゃーにゃー 長新太 福音館書店
ガラパゴスがこわれる 藤原　幸一 ポプラ社
ふしぎな鳥の巣 鈴木まもる 偕成社
イグアナくんのおじゃまな毎日 佐藤多佳子 偕成社
ねこの手かします 内田麟太郎 文研出版
菜の子先生はどこへ行く？ 富安　陽子 福音館書店
ともだちは緑のにおい 工藤　直子 理論社
水のしろたえ 末吉　暁子 理論社
スウェーデンの森の昔話 アンナ・クララ・ティードホルム ラトルズ

◇むかしのあそびとジャンボふるさとカルタとり大会

開催日：12月20日（土）～１月12日（月）　午前９時～午後５時　＊入場無料

　クリスマスに関する物語や絵本で、知識を深め楽しむ本を紹介します。
『サンタクロースっているんでしょうか』  フランシス・Ｐ・チャーチ／著　中村妙子／訳　東逸子／ 画　偕成社／刊
　サンタクロースがいるのか教えてほしいと新聞社に質問した女の子に答えたニューヨーク・サン新聞の社説
を本にしたものです。
『クリスマスのまえのばん』 ターシャ・テューダー／絵　クレメント・ムア／詩　偕成社／刊 
　クリスマスイブの夜、起き出したお父さんがみたサンタクロースのゆか
いな様子をうたった詩にターシャ・テューダーが絵を描いた絵本です。
『クリスマス・クリスマス』 角野栄子／作　福音館書店／刊
　クリスマスの歴史やサンタクロースの家のこと、各国でのクリスマ
スの様子など、クリスマスのあらゆる知識が得られる本です。
『クリスマス・キャロル』
 チャールズ・ディケンズ／著　池  央耿／訳　光文社／刊
　けちで気難しい老人スクルージが、クリスマスイブに現れた精霊か
ら、過去から未来までの自分の姿を見せられたことにより、心を改め
本来の人としての温かみをとりもどす姿を現した古典的名作です。

◇おすすめの一冊

■開館時間延長のおしらせ
　冬季期間の児童生徒の安全確保のため、図書館の開館時間を１時間延長しています。
　保護者の方との待ち合わせなどにご利用ください。
　実施期間：平成20年11月26日（水）～ 平成21年３月19日（木）の平日
　開館時間：午前９時～午後７時
　土・日・祝日、冬休み期間は通常通り午後６時に閉館します。
　休館日、月末図書整理日、特別図書整理期間は、公民館をご利用ください。

日時：１月10日（土）～　午後１時30分～３時
場所：郷土資料館　＊参加自由
　「小野町ふるさとカルタ」を元にして大きなカルタをつくりました。この
「ジャンボふるさとカルタ」を使ったカルタ取りを楽しんでみませんか？また、
むかし懐かしい遊びや民話の語りなども行います。ぜひ、ご参加ください。

○郷土資料館 ――――――――――――――――――――――――――――
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ふ
る
さ
と
で
の
あ
の
日
、
あ

の
頃
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

　

数
あ
る
思
い
出
の
中
で
、
一

番
嬉
し
か
っ
た
思
い
出
の
一
つ

は
小
学
校
の
運
動
会
で
す
。

　

運
動
会
の
日
の
朝
、
父
ち
ゃ

ん
か
ら「
今
日
の
運
動
会
は
見

に
行
く
こ
と
が
出
来
な
い
か
も

し
れ
な
い
な
ー
」と
言
わ
れ
、

弟
と
２
人
分
の
お
に
ぎ
り
を

作
っ
て
も
ら
い
、
が
っ
か
り
し

た
気
分
で
学
校
に
行
き
ま
し
た
。

昼
時
間
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
今

朝
父
ち
ゃ
ん
か
ら
言
わ
れ
た
言

葉
を
思
い
出
し
て「
あ
ー
、や
っ

ぱ
り
見
に
来
て
く
れ
て
な
い
ん

だ
」と
少
し
悲
し
い
気
持
ち
で

い
ま
し
た
。

　

で
も
、
弟
と
辺
り
を
見
回
し

て
い
る
と
、
な
ん
と
、
大
勢
の

人
々
の
間
に
父
ち
ゃ
ん
が
い
る

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
近
所
の

人
達
と
一
緒
に
見
に
来
て
座
席

で
待
っ
て
い
て
く
れ
た
の
で
す
。

嬉
し
か
っ
た
な
ー
。
本
当
に
嬉

し
か
っ
た
。
あ
の
時
の
思
い
出

は
今
で
も
心
の
底
に
し
っ
か
り

残
っ
て
い
ま
す
。

　

私
達
の
気
持
ち
が
通
じ
た
の

か
な
ー
。
そ
し
て
あ
れ
が
親
の

子
ど
も
へ
の
愛
な
の
か
な
ー
と

今
に
な
っ
て
知
り
、
感
謝
を
し

て
お
り
ま
す
。

　

小
学
５
〜
６
年
生
の
頃
は
よ

く
道
草
を
食
っ
て
帰
宅
し
た
も

の
で
す
。
友
達
と
途
中
の
桑
畑

で
桑
の
実
を
食
べ
、
お
互
い
に

口
元
か
ら
口
の
中
ま
で
紫
に
し
、

楽
し
ん
で
い
た
の
で
す
。

　

中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
も
、

部
活
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
練
習
後

に
校
庭
の
桜
の
木
に
登
り
、
黒

い
さ
く
ら
ん
ぼ
を
食
べ
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
休
み
に
は「
こ
づ

か
い
」が
ほ
し
い
た
め
、
葉
た

ば
こ
生
産
農
家
へ
行
き
、
た
ば

こ
は
さ
み
の
ア
ル
バ
イ
ト
も
し

ま
し
た
。
１
本
は
さ
み
５
円
〜

10
円
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

昼
休
み
に
は
、
川
で
泳
ぎ
な
が

ら
の
ア
ル
バ
イ
ト
は
楽
し
い
思

い
出
の
一
つ
で
す
。
秋
の
遠
足

に
は
標
高
８
７
９
メ
ー
ト
ル
の

日
影
山
に
数
時
間
か
け
て
登
り
、

あ
け
び
や
栗
等
を
取
り
、
山
一

杯
の
紅
葉
に
感
嘆
し
た
も
の
で

す
。
機
会
が
あ
っ
た
ら
ま
た
登
っ

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

還
暦
を
過
ぎ
た
今
に
な
っ
て

も
、
自
然
豊
か
な
小
野
町
に
生

ま
れ
育
っ
て
本
当
に
良
か
っ
た

と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

故
郷
の
皆
様
の
幸
せ
を
、
埼

玉
の
地
か
ら
心
よ
り
願
っ
て
お

り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
小
野
町
会

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

思
い
出
・
あ
の
日
、あ
の
頃

小
名
木
ハ
ツ
ヨ

 

（
飯
豊
出
身
・
埼
玉
支
部
）

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力

 

を
お
願
い
し
ま
す
！

12
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
伺
い
ま
す

　

工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
の
製

造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
、
全
国
の
製
造
業
の
事
業
所
を
対

象
と
し
て
、
毎
年
12
月
31
日
現
在
で

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
全
数
調
査
の
年
と
な
っ

て
お
り
、
製
造
業
を
営
む
全
て
の
事

業
所
が
調
査
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
政
府
の
事
業
革
新

へ
の
支
援
や
、
国
内
産
業
の
活
力
の

確
保
に
係
る
施
策
立
案
等
の
基
礎
資

料
と
し
て
用
い
ら
れ
、
ま
た
、
経
済

分
析
、
学
術
研
究
な
ど
に
も
幅
広
く

利
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
い
た
だ
い
た
内
容

は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
に
使
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
◆
問
い
合
わ
せ

　

企
画
商
工
課

　

☎
７
２―
６
９
３
８　

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
＆

合
同
企
業
説
明
会

 

開
催
の
お
知
ら
せ

　

正
社
員
と
し
て
就
職
を
希
望
す
る

フ
リ
ー
タ
ー
の
方
や
概
ね
35
歳
未
満

の
若
年
者（
新
規
学
卒
者
を
除
く
）を

対
象
に
、
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
及
び

合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日　

時

　

平
成
21
年
１
月
19
日（
月
）

　

・
セ
ミ
ナ
ー（
自
己
Ｐ
Ｒ
の
仕
方
）

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　

・
セ
ミ
ナ
ー（
模
擬
面
接
）

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　

・
合
同
企
業
説
明
会

　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

●
場　

所

　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

●
主　

催

　

福
島
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

●
そ
の
他

　

①
参
加
料
は
無
料
で
す
。

　

②
セ
ミ
ナ
ー
は
事
前
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

　

③
企
業
と
の
面
接
会
で
す
の
で
、

履
歴
書
、
職
務
経
歴
書
な
ど
を

お
持
ち
い
た
だ
く
と
面
接
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

　

④
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談
コ
ー
ナ
ー

な
ど
も
設
け
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　

雇
用
支
援
室

　

☎
０
２
４―

５
３
６―

１
２
８
３

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
http://w

w
w
.chuokai-

 
fukushim

a.or.jp

医
療
従
事
者
の
皆
さ
ん
は

 

届
出
を
忘
れ
ず
に
！

　

医
師
や
薬
剤
師
、
看
護
師
な
ど
の

皆
さ
ん
は
、
２
年
ご
と
に
届
出
票
な

ど
を
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
本
年
は
こ
の
実
施
年
に

あ
た
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
は
、
今
年
の
12
月
31

日
現
在
の
状
況
を
平
成
21
年
１
月
15

日
ま
で
に
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
者
①
】

　

日
本
に
住
所
が
あ
っ
て
、
日
本
の

医
籍
・
歯
科
医
籍
、
薬
剤
師
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
全
て
の
医
師
・
歯

科
医
師
、
薬
剤
師

【
届
出
先
①
】

　

住
所
地
又
は
就
業
地
を
管
轄
す
る

県
の
保
健
福
祉
事
務
所
、
郡
山
市
保

健
所
、
い
わ
き
市
保
健
所

【
対
象
者
②
】

　

県
内
に
就
業
す
る
保
健
師
・
助
産

師
・
看
護
師
・
准
看
護
師
・
歯
科
衛

生
士
・
歯
科
技
工
士

【
届
出
先
②
】

　

就
業
地
を
管
轄
す
る
県
の
保
健
福

祉
事
務
所
、
郡
山
市
保
健
所
、
い
わ

き
市
保
健
所

◆
問
い
合
わ
せ

　

県
庁
保
健
福
祉
部

　

保
健
福
祉
総
務
課

　

☎
０
２
４
ー
５
２
１
ー
７
２
１
７
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移住した皆さんに
　　インタビュー

よう 
 こそ 小野町

◆どこから移住しましたか？

　静岡県から移住しました。住宅や工場が密集
していて、騒音もひどかったので、静かなとこ
ろで暮らしてみたいと子どものころから思って
いました。
　また、犯罪も多い地域だったので、安全な場
所で暮らしたいという希望もありました。

◆どのように移住先を決めましたか？

　犬が趣味なので、犬を連れていろいろな土地
を旅するうちに、その地域の雰囲気がつかめる
ようになりました。古民家などを扱っている業
者に、田舎暮らしを実際にしている方に会わせ
てもらい、失敗談も含めていろいろな話を聞き
ました。
　あまりにも山奥だと年をとってからの生活や
水の確保が大変だと聞きました。交通アクセス
の良いところ、温泉の近いところなどを条件に
地域を絞る中で、小野町も候補となりました。過去10年間の気象データを集め、実際に冬に町を訪れてみて、
飲み屋で地域の人に町の様子を聞き、何度も町に足を運んで、最終的に小野町にしました。

◆小野町の生活はいかがですか？

　少し運転すればスーパーもあり、暮らしやす
いと感じています。冬の運転は慣れていないの
で、注意しようと思っています。生活が落ち着
いてきたら、家庭菜園などもやってみたいと
思っています。

◆町有林おすそわけ事業を利用しての感想は？

　丸太を見たときに、年輪が深くて、良い木だ
と感じました。輸入材は、日本の気候に合わな
いという話も聞きます。その土地で育った木が、
最もその土地の気候に合う建築資材になるのだ
と思っており、ありがたく感じています。

　お忙しい中、インタビューにご協力いただき、　ありがとうございました。

　昨年から実施している「笑顔とがんばり！小野町定住・二地域居住推進事業」の目玉事業である「町有林お
すそわけ事業」は、移住して家を新築する方に町有林の杉をプレゼントするという事業です。今回は、この
事業を初めて利用して11月に町民の仲間入りをした方に、お話を伺いました。

森部文雄さん　（飯豊上行政区）

　木のぬくもりがあふれる家で、小野町での新しい生活を始めた森部さん
は、静岡でボランティア活動にも参加していたとのことです。
　小野町ではのんびり暮らしつつ、地域の方との交流も楽しみにしている
そうです。

自宅の周囲の自然を満喫しているそうです
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小野町中小企業経営合理化資金融資制度について
①
小
野
町
中
小
企
業
経
営
合
理
化
資
金
融
資
制
度
に
つ
い
て

●
制 

度 

名　

中
小
企
業
経
営
合
理
化
資
金

●
貸
付
限
度　

融
資
限
度
額　

５
０
０
万
円
以
内

●
貸
付
期
間　

５
年
以
内

●
貸
付
利
率　

町
と
町
の
指
定
す
る
金
融
機
関
と
の
特
約
利
率

●
返
済
方
法　

分
割
返
済（
短
期
の
み
一
括
返
済
を
認
め
る
。）

●
保
証
人
及
び
担
保

　

法
人
、
組
合
の
場
合
。
連
帯
保
証
人
１
名
以
上
と
し
、
必
要
に
よ

り
担
保
を
徴
す
る
。

　

個
人
の
場
合
。
必
要
に
よ
り
連
帯
保
証
人
、
担
保
を
徴
す
る
。

●
信
用
保
証
利
率

　

年
１
・
６
０
％
〜
０
・
４
５
％

　

た
だ
し
、
平
成
21
年
度
末
ま
で
町
が
信
用
保
証
料
を
負
担
し
ま
す
。

　
（
②
参
照
）

●
取
扱
金
融
機
関　

　

東
邦
銀
行
小
野
支
店
・
大
東
銀
行
小
野
支
店
・
郡
山
信
用
金
庫
小

野
町
支
店

●
保
証
枠
に
つ
い
て

　

現
行
預
託
方
式
の
場
合
は
５
倍
枠
を
設
定

②
中
小
企
業
経
営
合
理
化
資
金
融
資
制
度
信
用
保
証
料
補
助

金
制
度
に
つ
い
て

●
対　

象

　

中
小
企
業
経
営
合
理
化
資
金
融
資
を
受
け
た
方

　

当
初
の
契
約
時
に
支
払
っ
た
保
証
料
の
額

●
補
助
金
の
額

　

納
付
し
た
保
証
料
の
額
の
全
額

●
補
助
制
度
の
期
間

　

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

◆
問
い
合
わ
せ

　

企
画
商
工
課　

☎
７
２
ー
６
９
３
９

　

こ
の
制
度
は
、
取
引
先
な
ど
の
再
生
手
続
等
の
申
請
や
事
業
活
動
の
制
限
、

災
害
、
取
引
金
融
機
関
の
破
綻
等
に
よ
り
経
営
の
安
定
に
支
障
を
生
じ
て
い
る

中
小
企
業
者
に
つ
い
て
、
保
証
限
度
額
の
別
枠
化
な
ど
を
行
う
制
度
で
す
。

①
対
象
と
な
る
中
小
企
業
者

　

 

取
引
先
な
ど
の
再
生
手
続
等
の
申
請
や
事
業
活
動
の
制
限
、
災
害
、
取
引

金
融
機
関
の
破
綻
等
に
よ
り
経
営
の
安
定
に
支
障
を
生
じ
て
い
る
中
小
企
業
者

で
あ
っ
て
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
市
町
村
長
の
認
定
を
受
け
た
も
の
。

　

該
当
と
な
る
要
件
な
ど
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
保
証
料
率

　

 

お
お
む
ね
１
％
以
内
で
、
各
保
証
協
会
及
び
各
保
証
制
度
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

③
保
証
限
度
額

　
（
一
般
保
証
限
度
額
）＋（
別
枠
保
証
限
度
額
） 

※
一
般
保
証
限
度
額
、別
枠
保
証
限
度
額
は
、い
ず
れ
も
普
通
保
証
２
億
円
以
内
・

無
担
保
保
証
８
，０
０
０
万
円
以
内
・
無
担
保
無
保
証
人
保
証
１
，２
５
０

　

万
円
以
内
で
す
。

④
手
続
き
の
流
れ

　

 

対
象
と
な
る
中
小
企
業
の
方
は
、
本
店（
個
人
事
業
主
の
方
は
主
た
る
事
業

所
）所
在
地
の
市
町
村
の
商
工
担
当
課
な
ど
の
窓
口
に
認
定
申
請
書
２
通
を
提

出（
そ
の
事
実
を
証
明
す
る
書
面
等
が
あ
れ
ば
添
付
）し
、
認
定
を
受
け
、
希
望

の
金
融
機
関
ま
た
は
所
在
地
の
信
用
保
証
協
会
に
認
定
書
を
持
参
の
う
え
、
保

証
付
き
融
資
を
申
し
込
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

⑤
取
扱
機
関

　

各
都
道
府
県
等
の
信
用
保
証
協
会

◆
問
い
合
わ
せ　
　

企
画
商
工
課　

☎
７
２
ー
６
９
３
９

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
発
行
の

電
話
帳
を
配
達
・
回
収 

 

し
ま
す

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
福
島
支
店
で
は
、

12
月
中
に
順
次
、新
し
い
電
話
帳（
平

成
21
年
１
月
発
行
）を
各
ご
家
庭
や

事
業
所
へ
お
届
け
し
ま
す
。

　

そ
の
際
に
、
現
在
お
使
い
の
電
話

帳
を
新
し
い
電
話
帳
と
お
取
り
替
え

し
ま
す
の
で
、
配
達
員
へ
お
渡
し
く

だ
さ
い
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
地
球
環
境
保
護
と

し
て
回
収
し
た
古
い
電
話
帳
を
原
料

と
し
て
新
し
い
電
話
帳
を
作
る「
電

話
帳
循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル
」を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

森
林
資
源
保
護
の
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
在
な
ど
で
配
達
員
に
古
い
電

話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
は
、
後

日
改
め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、

「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
お
届
け
す
る
電
話
帳
の
変

更
や
配
達
冊
数
の
変
更
に
つ
い
て
も
、

「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　

☎
０
１
２
０―

５
０
６―

３
０
９

中
小
企
業
の
み
な
さ
ん
へ
…
も
し
も
の
時
！

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
!!

12月27日から１月４
日までは、年末年始
閉庁になりますので、
ご了承下さい。
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平
成
20
年
度
地
域
起
業

 

相
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
は
あ
る
ん

だ
け
れ
ど
、
実
現
の
た
め
に
は
何
を

ど
う
準
備
す
れ
ば
い
い
の
か

な
ぁ
？
」「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
作
っ

て
み
た
の
で
、
ア
ド
バ
イ
ス
が
ほ
し

い
！
」「
１
年
間
事
業
を
展
開
し
て
き

た
け
ど
、
課
題
に
ど
う
取
り
組
ん
で

い
っ
た
ら
い
い
の
か
？
」な
ど
、
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー（
Ｉ
Ｍ
）が
起
業
に
関
す
る
相

談
を
無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

福
島
県
内
で
起
業
に
関
心
が
あ
る

方
や
志
す
方
、
新
た
に
事
業
を
始
め

ら
れ
る
方
、
事
業
を
開
始
し
て
間
も

な
い
方

【
相
談
日
時
・
場
所
】

・
県
中
地
方

　

平
成
21
年
１
月
22
日

　
　

郡
山
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス

・
い
わ
き
地
方

　

平
成
21
年
１
月
28
日

　
　

い
わ
き
産
業
創
造
館

　
　
（
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｖ
６
階
）

※
相
談
時
間
は
、
一
人
１
時
間
程
度

と
し
、
い
ず
れ
も
午
後
３
時
〜
午

後
８
時
の
間
と
な
り
ま
す
。

※
他
の
地
方
で
の
相
談
会
も
あ
り
ま

す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
方
法
】

　

氏
名
・
職
業
・
住
所
・
連
絡
先
・

事
業
内
容
・
起
業
予
定
時
期
・
希
望

相
談
場
所
・
希
望
日
時
を
記
入
し
た

用
紙
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
福

島
県
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
施
設
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
事
務
局
ま
で
送
付
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

福
島
県
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
施
設　

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
事
務
局

　

☎
０
２
４
ー
５
２
５
ー
４
３
０
４

　

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　

０
２
４
ー
５
２
５
ー
４
０
６
９

　

メ
ー
ル

　
　

yam
anouchi@

incu.jp

テ
レ
ビ
に
つ
い
て
の

 

お
知
ら
せ

　

平
成
23
年（
２
０
１
１
）７
月
24
日

以
降
、
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
終
了

し
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送（
地
デ
ジ
）は
、

よ
り
進
ん
だ
放
送
が
で
き
る
だ
け
で

な
く
、
電
波
を
有
効
に
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
携
帯
電
波
な
ど
の
電
波

の
使
い
道
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、

テ
レ
ビ
放
送
を
地
デ
ジ
に
切
り
か
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
デ
ジ
を
見
る
に
は
、
新
し
く
地

デ
ジ
対
応
の
テ
レ
ビ
に
買
い
か
え
る

か
、
お
手
持
ち
の
テ
レ
ビ
に
地
上
デ

ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
つ
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
を
ご
利
用
の
方
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
会
社
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
の
地
デ
ジ
対
応
や

ア
ン
テ
ナ
交
換
を
口
実
に
し
た
詐
欺

が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
！

◆
問
い
合
わ
せ

　

総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
ー
０
７
ー
０
１
０
１

　

平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

　

土
・
日
・
祝
日

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

広　

告　

欄

郡山税務署からの
お知らせ

HPからe-Tax 最高5,000円の税額控除

添付書類を提出省略 還付金がスピーディー

e-Taxは 国 税 庁
ホームページの
「確定申告書等作
成コーナー」から
ご利用になれます。

平成20年分の所得税の確定申告書の提出を本
人の電子署名及び電子証明書を付して、申告
期限内にe-Taxで行うと、所得税額から最高
5,000円の控除を受けることができます。
※平成19年分の確定申告で本控除の適用を受けた方は受けられ
ません。

e-Taxで申告された還付申
告は、早期に処理をされま
す（３週間程度に短縮）。

医療費の領収書や源泉徴収票等は、書類の記
載内容を入力して送信することにより、その
提出又は提示を省略
することができます。
※確定申告期限から３年間、
書類の提出又は提示を求
められることがあります。

国税庁
HP

詳しくは

e-Taxをはじめよう！確定申告はe-Taxで
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休日当番のお医者さん
月　　日 当　番　医 所　在　地 電話番号

12月14日（日） まつえ整形外科クリニック 田村市（船引町） （８１）１２２２
　　21日（日） 西 山 医 院 三 春 町 （６２）２４７３
　　23日（休） 青 山 医 院 田村市（常葉町） （７７）２０１５
　　28日（日） 本 多 医 院 小 野 町 （７２）３２１２
　　29日（月） のざわ内科クリニック 三 春 町 （６１）１５００
　　30日（火） 秋 元 医 院 田村市（船引町） （８２）１５１４
　　31日（水） 石 塚 医 院 小 野 町 （７２）２１６１
　１月１日（元旦） 春 山 医 院 三 春 町 （６２）３２３９
　　２日（金） 遠 藤 医 院 田村市（船引町） （８５）２０１６
　　３日（土） 板 橋 医 院 小 野 町 （７２）２６６１
　　４日（日） 町 立 三 春 病 院 三 春 町 （６２）３１３１

＊電話確認のうえ受診してください。
＊詳しい情報は、「福島県救急医療情報システム」の「休日当番医検索」をご覧ください。
　http://www.ftmis.pref.fukushima.jp
＊こども救急電話相談　毎日19時～翌朝８時　０２４－５２１－３７９０
＊詳しい情報は、「こどもの救急についてのホームページ」をご覧ください。
　http://www.pref.fukushima.jp/imu/kodomokyuukyuu/kodomokyuukyuu.htm

町営住宅入居者募集!!
～駅前団地～

　町では、町営住宅の入居者を募集しています。
　募集戸数は次のとおりで、入居条件などに
ついては担当課までお問い合わせください。
　

　【募集戸数】　駅前団地　  ４戸

　【使 用 料】　月51,500円

　　※浄化槽使用料2,500円・駐車場使用料
　　　（１戸１台限）1,500円を含む。

年末年始のし尿汲み取り、
ごみ収集のお知らせ

◆問い合わせ
　地域整備課　☎７２―６９３６

し尿汲み取り

休業日：12月27日（土）～１月４日（日）
　年末のし尿汲み取りは12月26日（金）まで、新
年は１月５日（月）から業務を実施します。
　年末が近くなると申し込みが殺到し、平常どお
りに作業を進めることが困難になりますので、毎
月の予定日より早めにお申し込みください。

◆問い合わせ
　田村地方衛生処理センター　☎８２―１２７２
　町民生活課　　　　　　　　☎７２―６９３３

ごみ収集

休業日：12月31日（水）～１月４日（日）
　年末のごみ収集は12月30日（火）まで、新年は
１月５日（月）から業務を実施します。
　なお、12月は21日（日）と28日（日）が休日の開放
日となっておりますので、直接の搬入が可能です。

◆問い合わせ
　田村東部環境センター　☎７８―２７２３
　町民生活課　　　　　　☎７２―６９３３
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上水道水の
水質検査結果について
　10月に実施した上水道水の水質
検査結果は、次のとおりです。

試験項目 水質基準 試験結果

一般細菌 100CFU/ml以下 0CFU/ml

大腸菌 検出されないこと 検出せず

塩化物イオン 200mg/l以下 6.3mg/l

有機物（TOC） 5mg/l以下 0.7mg/l

pH値 5.8～8.6 7.2

味 異常でないこと 異常なし

臭気 異常でないこと 異常なし

色度 5度以下 <1度

濁度 2度以下 <0.1度

サポートに感謝します!!
“小野小町ふるさと応援寄附金”
 （ふるさと納税）の寄附状況

行事カレンダー　（12月16日～１月15日）
月　　日 行　　　　事　　　　名

12
月

16日（火）栄養相談（10：00～12：00）母子健康センター

17日（水）
あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター
３か月児健診・BCG接種（受付13：00～13：30）公立
小野町地方綜合病院
窓口業務延長（19：00まで）

18日（木）ちびっこおはなし会（11：00～11：30）ふるさと文化の館

19日（金）幼稚園・保育園・児童園 入園申込期限ヘルスアップ運動教室（13：30～15：30）多目的研修集会施設

20日（土）小野町小学校・中学校美術展（～１月12日）ふるさと文化の館

21日（日）休日窓口業務実施日（8：30～17：30）

22日（月）幼稚園・小学校・中学校　第2学期終業式

23日（火）●天皇誕生日

24日（水）あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター窓口業務延長（19：00まで）

25日（木）

26日（金）官公庁仕事納め

27日（土）役場年末年始休業（～１月４日）

28日（日）

29日（月）

30日（火）

31日（水）工業統計調査（調査期日）

１
月

１日（木）●元日●交通事故ゼロ・歩行者優先の日

２日（金）

３日（土）

４日（日）

５日（月）官公庁仕事始め平成21年新年交礼会（10：30～）宍戸会館

６日（火）小野町消防出初式（10：00～）多目的研修集会施設

７日（水）あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター

８日（木）幼稚園・小学校・中学校　第3学期始業式人権相談所開設（10：00～15：00）母子健康センター

９日（金）

10日（土）
●110番の日
むかしのあそびとジャンボふるさとカルタとり大会
（13：30～15：00）ふるさと文化の館

11日（日）平成21年小野町成人式（10：30～）多目的研修集会施設

12日（月）●成人の日

13日（火）おやつ教室（受付10：00～10：15）保健福祉センター

14日（水）
あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター
１歳６か月児健診（受付13：00～13：15）母子健康センター
窓口業務延長（19：00まで）

15日（木）
●シルバー交通安全の日
ちびっこおはなし会（11：00～11：30）ふるさと文化の館
こころの相談室（13：00～15：00）母子健康センター

　「小野小町ふるさと応援寄附金」に、
引き続き多数の申し込みをいただき、
小野町をサポートしていただいてい
ます。
　ご協力いただき、誠にありがとう
ございます。
　寄附金を納入いただき、広報紙へ
の掲載承諾のあった方については、
次のとおりです。

渡辺　勝昭さん
（埼玉県川口市・まちづくり支援のため）

先崎　　稔さん
（東京都板橋区・次世代育成支援のため）

　寄附の申し込みがあった方は、11
月30日現在28名で、合計937,000円
です。
　今後も、随時寄附状況についてお
知らせをいたします。

◆問い合わせ
　企画商工課　☎７２－６９３９

◆問い合わせ　
　地域整備課　☎７２ー６９３６



※記事については、常用漢字・人名漢字で記載しております。

寿大学の皆さんとアロハオエ♪寿大学の皆さんとアロハオエ♪
～中央さくら保育園～～中央さくら保育園～

　　　　　　　　　　　　　　　　　
お誕生おめでとうお誕生おめでとう

氏　　名 年　齢 行政区

佐　藤　フ　チ 85 本　町

先　﨑　昌　三 75 大　八

大　内　美　英 72 平　舘

𠮷　田　ハナコ 82 雁股田

𠮷　田　　奘　 79 飯豊中

先　﨑　重　信 77 吉野辺

佐　藤　安　一 81 浮　金

橋　本　マ　サ 87 浮　金

𠮷　田　テル子 80 塩庭一区

（10月届出分）

※この欄は、プライバシー保護のため、届出の際
に同意を得た方を記載しています。
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平成20年11月１日現在
　人　口 11,652人（△11）　
　　男 5,606人（　０）　
　　女 6,046人（△11）　
　世帯数  3,825世帯（　０）　
　 （　）内は前月との増減　
 福島県現住人口調査結果から　

町の人口町の人口

税　目 期別 納期限
固 定 資 産 税 ３期

12月25日（木）
国民健康保険税 ５期
介 護 保 険 料 ５期
後期高齢保険料 ５期

●納め忘れのないように、ご確認く
ださい。
●納期内納入にご協力をお願いします。

町税等納期のご案内

この印刷物は、FSCの基準に
従って認証された適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
で印刷されています。

おくやみ申し上げますおくやみ申し上げます

氏　　名 父・母 行政区

佐藤　妃愛（ひより） 　忍　・浩美 本　町

村上　梓竜（しりゅう） 　浩　・明子 大　八

磯　　心喜（きよはる） 友喜・江里 中　通

白石　　陽（みなみ） 和博・美香 谷津作

西牧　柚葉（ゆずは） 孝忠・里美 小野赤沼

鈴木　彩葉（いろは） 和也・香代子 皮籠石

常恒　結愛（ゆあ） 和弘・佐由理 塩庭二区

（10月届出分）

　10月27日、中央さくら保育園の園児と寿大学の皆さんで交流を行
いました。今回は、映画「フラガール」で人気が高まったフラダンス
に挑戦。
　首にレイをかけ、色とりどりの衣装を身にまとった寿大学の皆さ
んが「アロハオエ」の曲とともに登場すると、子ども達から歓声が上
がりました。
　フラダンスの振り付けは手話になっていること、心を込めて踊る
ことなどを教えていただきながら、子ども達はハワイアンな雰囲気
を楽しみました。

こんな風に踊ってね！

こう？　フラダンスって楽しいね！


